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CT値の概念

約12年前 平成２０年（2008年）

消防庁より広告された一般競争入札が行われた

成田・中部国際・関西国際・福岡の４国際空港の救急車にて
鳥インフルエンザウイルス除染をCT値６０で除染する為の機材を競争入札する

オゾンによるCT値除染の手法が初めて実運用されることになる。

今まで経験や感覚、時間軸のみで行っていたオゾン除染を
（濃度と時間の）ＣＴ値によって可視化することが可能となった。
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CT値運用機器の開発

従来、目に見えないオゾンによる効果を

正確に計る事は困難でしたが

当社はＣＴ値という国際概念を基に、

濃度計測技術と積算時間を計測し、

各学術機関にて研究してきた除菌データを蓄積

効果の可視化と記録を重視しています。

ゴール＝CT値

速度（濃度）X時間＝距離（現在CT値）

このCT値による消毒運用を実用化したのが
BT-088シリーズであり
当社発の管理医療機器（クラスⅡ）として
オゾンガス消毒機としてBT-088Mが
PMDAより医療機器として承認されています。

総務省消防庁採用
BT-088

オゾンガス消毒機
BT-088M
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医療用オゾンガス消毒機の開発
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奈良県立医科大学の新型コロナウイルス不活化実験について
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奈良県立医科大学の新型コロナウイルス不活化実験について

令和二年5月14日に報道発表された、新型コロナウイルスのオゾン不活化実験について
CT値330：1/1,000～1/10,000、CT値60:1/10～1/1,000まで不活化するエビデンスを得ました。

これにより、医療機関における新型コロナウイルス感染患者の使用した病室、CT室などを
当社医療用オゾン機器にてCT330で存除染する事で、薬剤清拭の補助となることが実証され
各医療機関にて実践されています。

この実験では、医療機関における無人環境下での高濃度オゾン発生による迅速な除染方法を示すものでした。
しかし、産業衛生学会の示す有人環境下でのオゾン濃度0.1ppmでのCT値60は600分（10時間）と、現実的な
時間ではありません。次ページに示す、経済活動下におけるオゾン除染法を明示する必要があります。
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低濃度オゾンの安全性について

日本産業衛生学会により、【有人環境下】でのオゾンには上限濃度が定められています

独立行政法人 産業技術総合研究所
が2007年に編纂した詳細リスク評価書において
日本産業衛生学会の数値を採用している。

目安となる濃度基準：
0.1 ppm（0.2 mg/m3）

（提案年度 1963 年 更新2019年）
労働者が 1 日 8 時間、週 40 時間程度、肉体的に激しくない労働強度で
有害物質に曝露される場合に、当該有害物質の平均曝露濃度が
この数値以下であれば、ほとんどすべての労働者に健康上の悪い影響が
みられないと判断される濃度。

尚、国民生活センターも日本産業衛生学会の目安である
0.1ppmを安全濃度として認識している。

7

オゾンガスは、0.1ppm以下であれば、有人環境下で安全に使用できます。



藤田医科大学様による低濃度オゾンによる新型コロナウイルス不活性化実験 速報
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建築物衛生法の拡大解釈にも対応できます
本来であれば、大規模な建物のみにしか提要されず、またビル持ち主に適用されていた法律が拡大解釈されます

建築物衛生法
興行場、百貨店、集会場、図書館、博物館、美術館、遊技場、店舗、事務所、学校（研修所を含む。）、旅館
に供する部分が3,000㎡以上の面積の場合に適用され、室内空気環境、給水・排水が基準内にあるかを毎年測定し
報告する制度

※建築基準法において長く規定されて
きた床面積1/20以上の換気面積を 確保する規定があり、
映画館や店舗など窓が設置できない
設計については 機械換気（換気扇）
が設置されていれば問題なかった。

コロナ禍における【外気開放】が重要視され
今までの規定では換気状況が悪い室と見なされつつある。

つまり、店舗・飲食店など換気扇のみの空間などは室内空気を浄化する機器の設置が
設定される可能性が高い。
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なぜ、0.1PPMの微弱オゾンガスが有効なのか
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コロナウイルスの収束はまだまだ不透明です。
また、収束しても今後 新たな感染症対策への意識も高まるでしょう。

経済活動との両立に向けて

「人のいる有人環境下において、適切に除菌を継続し、
営業を持続する」

事が重要だと考えます。

教育機関・密閉せざるを得ない施設（映画館など）、交通機関、イベント会場など
コロナ禍において、苦慮されている施設の運営改善に寄与すると考えています


	低濃度オゾンによる�新型コロナウイルス�不活性化実験�報道発表による広報資料
	CT値の概念
	CT値運用機器の開発
	医療用オゾンガス消毒機の開発
	奈良県立医科大学の新型コロナウイルス不活化実験について
	奈良県立医科大学の新型コロナウイルス不活化実験について
	低濃度オゾンの安全性について
	藤田医科大学様による低濃度オゾンによる新型コロナウイルス不活性化実験　速報
	建築物衛生法の拡大解釈にも対応できます
	なぜ、0.1ppmの微弱オゾンガスが有効なのか

